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研究の概要
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児童生徒
にとって充
実した活動
を通して

資質・能力
の育成を実

現する

系統的に育成を目指す
資質・能力の設定

PBLの考え方を参考にした
単元づくり

○育成したい１２の力
　の設定と系統化

○ルーブリックを活用
　した評価

○共通の視点に基づいた
　単元づくり

・単元の３つの型
・単元づくりの５つのポイント

主体的に学び，自分の言葉で語る児童生徒の育成
―郷土に学び　未来を拓く　プロジェクト型学習を通して―

研究主題

研究の概要
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「拓く力」の育成

プレゼンテーション力ICT活用力英語力

学校教育全体で育成するが、柱となるのは「YOSHINA未来学」（生活科・総合的な学習の時間）

「YOSHINA未来学」で育成したい１２の力

知識及び技能
ア　知識
イ　技能
　（主としてICT活用力）

思考力・判断力・表現力等
ウ　課題を発見する力・企画する力
エ　活動を計画・推進する力
オ　情報を収集する力
カ　整理・分析する力
キ　表現する力
　　（主として英語力・プレゼンテーション力）
ク　発想する力・工夫する力
ケ　評価する力

学びに向かう力・人間性等
コ　挑戦する力・改善する力・やり遂げる力
サ　協働する力
シ　将来を設計する力

育成したい１２の力の設定と系統化
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第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期

「YOSHINA未来学」で育成したい１２の力の系統化

育成したい１２の力の設定と系統化
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プロジェクト型学習の三つの型

夢実現型

個人や学級の思いや願いの
実現を図る。

貢献型

学校や地域の課題解決に
向けて行動する。

提言型

学校や地域の課題に対して、
個人や学級で考えた解決策
を提言する。

共通の視点に基づいた単元づくり
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本気になる課題設定

自分・学校全体・地域社会にとって重要な
課題と出合わせる。
地域貢献、地域への提言、夢の実現など

行動指針に基づく挑戦
自分達の立てた計画及び行動指針に沿って、
活動を実行させる。教師の支援は必要最低
限とし、適宜、目的に立ち返らせながら、思い
切った活動を進めさせる。

失敗・困難との出合い
失敗・困難な場面に意図的に出合わせる。
その際、ＩＣＴ（写真・映像）を活用して問題に
直面させる。

コミュニティ・スクール制度の活用
学校運営協議会の承認を得られれば、必要
な経費を得られる予算インセンティブ等の外
部評価を導入する。相手の心を動かすプレゼ
ンテーションが求められる。

再挑戦の場の設定
失敗を失敗のままで終わらせるのではなく、
再挑戦の場を与えることで、困難や苦労を
乗り越えた先に得られる達成感・満足感を
味わわせ、自信をもたせる。

単元づくりの五つのポイント

共通の視点に基づいた単元づくり
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・ルーブリックを基に，児童
生徒の資質・能力を発揮し
た姿を見取る。

・見取ったことを基に，
形成的評価や指導・支援を
行う。

ルーブリックを活用した評価
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・研究授業では各教員が
　ルーブリックを基に
　児童生徒の資質・能力が
　発揮された姿を見取る

・事後協議会では、各教員が
　児童生徒の姿をどのように
　見取ったかを交流

ルーブリックを活用した評価
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実践事例
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11

地域の祭りから失われた巫女舞と獅子舞を復活させる活動を通して，

地域における祭りの意義やそれを守ろうとする人々の思いを理解し，

地域の伝統文化を残すために自分たちができることを考えるとともに，

自分が決めた課題に進んで挑戦し，改善を図って最後までやり切ろう

とすることができる。

第６学年　「吉名の祭りを復活させよう
　　　　　　　　　　～My・舞プロジェクト～」



地域の歴史や伝統文化の調査活動

・修学旅行 ⇒ 地域の歴史や伝統文化に興味
・地域の神社でのインタビュー
　　　　　　⇒ 地域の祭りの過去と現状を理解

昔の吉名の祭りは
にぎわっていたけど、
今は巫女舞や獅子舞も
無くなってしまって……
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　 地域の課題と子供の思い・願いを基に課題の設定

•地域の課題×子供の思いや願い＝本気の課題

単元計画を全て変更！

昔は吉名もお祭りでにぎわっていた。だから，
もう一度お祭りを復活させてにぎやかにしたい。
Ｄさんの「伝統行事を受け継いでほしい」という
気持ちにも応えたい。それに，自分たちの代で
これまで続いてきた祭りがなくなるのはいやだ。
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　 地域の課題と子供の思い・願いを基に課題の設定

獅子頭がない！

  

 巫女舞・獅子舞って
 どうやって踊るの？

失敗・困難との出合い！
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•本物の獅子頭を教室に（本物にふれる環境）
　　　　　　　　　　⇒ 子供が自ら獅子頭を作り出す！

　 獅子舞・巫女舞の準備
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•本物の巫女舞を動画で学ぶ（ＩＣＴ活用）
•衣装や道具，所作も全て本物

　 獅子舞・巫女舞の準備
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•神社の方からの指摘
•リハ―サルで見えてきた
改善点を出し合う

　 地域の神社でのリハーサル
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•地域の祭り（実社会）での披露

　 地域の祭りで巫女舞・獅子舞の披露
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私たちの世代も踊っていた
巫女舞を復活させてくれて
懐かしさもあり，うれしかった。

これまで続いてきた祭りが
途絶えるかと心配していましたが，
６年生が復活させてくださった
おかげで続けることができます。

•地域の声 → 児童の達成感・手応え

保護者・地域の声
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   この「Ｍｙ・舞プロジェクト」をして本当によかったと

思います。祭りを通してたくさんの人に巫女舞・獅子舞

を知ってもらうことができてうれしかったです。学園祭

でもたくさんの人に知ってもらい，自分たちの目標が

達成できたと思います。

   あとは，受け継いでもらうことに向けてがんばりたい

です。

児童の振り返り
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１年生「なつのあそびをたのしもう」

２年生「自分の育てたい野菜を育てよう」

３年生「町のひみつを発見して伝えよう」

他学年の実践
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５年生「ニュース番組制作プロジェクト」

４年生「吉名のジャガイモを広めよう」 ７年生「吉名野菜生産販売プロジェクト」

他学年の実践
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８年生「職場体験プロジェクト」 ９年生「吉名の町を盛り上げよう」

他学年の実践
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成果と課題
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成果
児童生徒意識調査より

70%

80%

90%

100%

R04_1月 R04_9月 R05_1月 R04_1月 R04_9月 R05_1月 R04_1月 R04_9月 R05_1月

自分の「やってみたいこと」に，
失敗を恐れずに，
思い切って挑戦している。

聞き手を納得させる・説得する
ことを意識して，資料の見せ方，
話し方などを工夫している。

原稿を見ずに，必要に応じて
写真や実物を見せるなどして，
分かりやすく話すことができる。

○「主体性」「プレゼンテーション力」が上昇

　　「プレゼンテーション力」の上昇は顕著
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成果

○「失敗・困難との出合い」

　「再挑戦の場の設定」という

　 理念を学校全体で共有失敗・困難との出合い

再挑戦の場の設定
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課題

○児童生徒が自ら目標や計画を立て，実行し，改善を図るといった

　　「自立した学び」ではなく，単元のゴールを教員が設定する学年

　　もあった。

○自分たちが学んだことをまとめて発表することに留まったり，

　　単元のゴールまでの道筋が立てられず行き詰まったりする等，

　　実行段階まで辿り着かなかった学年もあった。

○ルーブリックを活用した評価については，評価の在り方も含め

   再検討の余地がある。
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児童生徒も教員もワクワクする探究的な学びを！
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